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13世紀ラスール朝宮廷の食材

インド洋交易との関わりを中心に

馬場多　聞

は　じ　め　に

　！3世紀初頭より200年以上にわたってイエメンを支配したラスール朝（626／1228－

858／1454）は，インド洋交易による財政収入をもとに隆：盛を極めた。このことは，13世紀の

旅行家マルコ・ボーロが，アデン‘Adanのスルタンすなわちラスール朝スルタンを指して，

「彼が世界で最も富裕な王者の一人でありうるのは，まさに右に述べた理知，すなわちその

国にやってくる平入に賦課した重税のおかげなのである」［ボーロff：252－253〕と述べて

いることからもうかがえる。ラスール朝潮イエメンはインド洋交易において重要な位置を占

めており，西はモロッコから東は申国へ至る諸地域の産物が，支配下のアデン港を中継しt

往来していたのである［Serjeant　1974；Smith　1995，1996；al－Shamrookh　1996；Margariti

2007；Vallet　2006，　2010；家島2006；栗由2008b，　20！2］。当然のことながら，これらの産物は

ラスール下下を素通りするだけでなく，イエメンにおいても輸入，使用されたものと考えら

れる。大航海今代の到来までまだ一世紀以上を待たなければならないが，この頃にはインド

洋を舞台とした交易が既に盛んに行われており，ラスール朝宮廷も遠方からの外来品の恩恵

を受けていたことだろう。しかしながら先行研究は，海上交易の形態や携わっていた商人，

貿易ルート，アデン港における税関業務に着巨するばかりで，交易最の実際の用途やラスー

ル朝宮廷へ与えた影響に対しては関心を払っていない。ラスール朝の歴史をインド洋交易と

のつながりの申でとらえようとした場合，こうした諸点の検討は必須の作業といえよう。

　以上の観点よりラスール朝関連史料に藩を通すと，インド洋周縁部より運ばれた産物のう

ち，特に香料・香辛料類を中心とした食材が宮廷で用いられたことを示す記事がままみられ

る。これらの宮廷食材に関する記事を検討することで，インド洋交易が睦域の人びとの生活

に及ぼした作用を知ることができるものと考える。また，宮廷を彩った食置を網羅的に精査

し，その傾陶や産地の多彩性をみることによって，宮廷食文化の一端を詳らかにすることと

なるだろう。

　そこで本稿では，ラスール朝窟廷において用いられた食材を，インド洋交易との開わりに

着鼠した上で描き出すことを目的とする。より具体的には，最近になって刊行された『壮麗

なるムザッファルの時代におけるイエメンの統治と法律そして諸慣翌に関する知識の光
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Nabr　alwwMa　‘drzffi　A（ugum　wa　Qawdinin　wa　A　‘rtifal一　Yaman　fi　a／ww　‘A　hd　a／－Mztgaffari　a／一　W　drzll｛Y

（以下，ilku識0）光」と略記）中の宮廷への食材供給に関わる記事（以下，階廷へ0）食材供

給記録」と総称する）を考察の中心に据え，宮廷食材の多様性と，その獲得先が広域にわ

たっていたことを示す。この史料は，主としてスルタン・ムザッファルa1－M昭affar　YUsuf

（r．647／1249－694／1295）の治世期（特に！290－1295年）およびスルタン・アシュラフal－

Ashraf‘Umar（r．　694／1295－696／1296）の治世期に作成された文書の写しの集成であり，最

終編纂年代はアシュラフ治世期以降であるとみられる1＞。したがって本稿では，！3世紀のラ

スール朝宮廷の食材状況を検討することとなる。

　既に筆者は上記史料を縫いて，ラスール朝筥廷への面面供給元の分析を行っている［馬場

2011］。その結果，13世紀ラスール朝下イエメンにおいては，紅海沿岸のティハーマ

Tihamaと南部山岱地域という自然環境が大きく異なる二地域が様々な特産物を産鐵してい

たこと，またアデン港がインド洋周縁部の産物を集散する機能をもっていたことが明らかと

なった。本稿では，宮廷食材を一一覧にして提示し，その傾陶を探るとともに，インド洋交易

による輸入晶の確定を行う。このふたつの研究によって，往時の三三の食文化やイエメンに

おける経済活動の一端がより具体性を帯びて描かれるばかりでなく，従前の研究では欠けて

いた点，すなわち海上を行き交った交易撮が実際に用いられていたことが実証的に示される

こととなるだろう。

1　「宮廷への食材供給記録」と食材の傾向

　1　「宮廷への食材供給記録」

　『知識の光』申には，「宮廷への食材供給記録」とみなせる記事は約60点みられる［Nar

I：127，393，407－408，525－559，571－581；N色r∬：！－24，70－101，！！9－！50］2！Q以下はその一例

で，スルタンがある年のラマダーン月に，タイッズTa‘iZZ3）所在の遵賓館で催した宴席にお

！）翻刻者ジャーズィムM癖ammad‘Abd　al－Ra短m　Jazimは．『知識の光甚序文において，『知識の

　光遮がムザッファルの治世に作成された行政文書をもとに編纂された史料であると指摘している。

　しかし記事内容を再検討したところtアシュラフ治世期以隆にしか作成されない記事を照点確認

　できる［Nitr　I：379－380，567－570；N　arli：6－7，！6－17］。他，隅史料の詳繍について1ま，醸1r　I：

　aEif－zay；Nar　H：alif－ha’；Vallet　2010：70－72を参照。

2）　「宮廷への食品供給記録」は，以下の五種類の詑録を総称したものである。すなわち，スルタン

　の厨房で使溺された食材の記録［N僚1：534－535，535－539；NUr　H：1－2，8，2！－24，93－9．　4］，三lE族

　や配下への手捉て支給ならびに食華分酎の記録［N融1：127，393，407－408，525－559，571－581；

　N負rH：9－！7，88－90，119－150］，調達命令書関係の記録［NarH：2－7，12，18－20，70－84］，料理の

　材料記録［Ntu一豆：9，84－88，90－93，96－99］，使用人の典範（懲二食材の詳継への欝及を含む）

　£NαrH：95－96，　99－IO1］から成る。もっとも以上の分類は，記畢に書かれた情報をもとに筆者が

　行ったもので，厳密には区分し難い部分もある。

3）　イエメン南部山雷地域に位徹し，スルタンの居地として栄えた［Taqwim：90－91；Nukhba：

　217；Mujawir　：156－159；Masalik：152；Mu’jam豆：40；BattUta豆：107；家島訳嚢1：！28］。
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いて，下賜あるいは消費された二二の詳細を記録したものである。「宮廷への食：材供給記録」

は，多様な行政文書より構成されているため各記事閥にいくらかの差異がみられるものの，

概ね下記引用のような体裁をとっている。

　　庇護されたるタイッズの城塞の迎賓館における聖なる宴席（al－sumae　al－karlm＞のた

　　めに，高貴にして幸運たる賞賛へ向かうラマダーン月のH々の消費品についての諸紙片

　　（awyaq）

　　手当て（ratib＞綱に生じたところのもの一…仲略）…レンズマメ：！ザバディー（za－

　　badl＞，白砂糖：6ラトル（ratl），米：1＋1／2ザバディー，ヒョコマメ：1／4…（申略）…

　　砂糖菓子の館用一白砂糖：15，蜂蜜：15，アーモンド：4ラトル，ヘイゼルナッツ：4

　　ラトル，ゴマ油：16（後略）［Nar　ll　：！3－16］

このように，まず冒頭に，その記事の内容をあらわす題名ならびに状況説明文が書かれ

る。次に，記載される食材の用途が示され，その後に繊々の食材名や量，価格が列挙されて

行く。

　この「窟廷への食材供給記録」のうち，最も古い記事は644年／1246q247年のものであ

り，最も平しい記事は694年／！294－1295年の状況を記したものであった［Nar　H：6－7，！！］。

したがって臨廷への食材供給記録」には，13暦学中ごろから末における，宮廷食材の状

況が反映されているということができるだろう。

　もっともこれらはその編者すら不明な断片的な記録の集成であって，記録聞の相互の連続

性も薄い。また，窟廷で使用された食材を網羅的に記載しているというわけではない。しか

し，周辺史料との髭較を通じて，その記事内容を吟味，検討することで，本稿の融勺達成の

ために十分な情報を提供する史料であると考える。

　2　宮廷食材の傾向

　「宮廷への食時供給記録」記載の食材の種類数は，95点にのぼる。また同記録中にはほか

にも，厨房や日常生活で使用されたとみられる用具類や雑貨類に関する記事も含まれる。こ

れらの食材や用具類雑貨類を，15種類に分類，整理したものが，「表　宮廷食材，用具類

雑貨類一覧」である4＞。

　この表をみると明らかなように，ラスール朝宮廷食材の特徴として，多様な香料・香辛料

類が使用されていたことがまず挙げられる。種類数の面では，香料・香辛料類が食材全体に

4）　同記録中には，各種料理に関する記事もみられるが，本稿ではその詳しい分析を行わないため，

　蓑中に記載していない。小麦粉については，小麦として表中に記載した。デンプンに関しては原

　材料が不明瞭であるため，ヂその他（食材）」に分類した。また，厨房やハンマームで用いられた

　とみられる薪や水，厩會で重用された飼料やタール（qaB－an）も記録されているが，宮廷の食材

　に藩法するという本稿の目的上，分析緑象に含めなかった。他，翻劾轡ジャーズィムにしてもそ

　の解読，国定が難しい鷹物についても，表門に入れていない。
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表　宮廷食材，用具類，雑i貨類一・覧

　［Ntw　I　i　l27，　393，　407一一408．　525一一559，　571－581；NUr　g’：1－24，　70－101，　119－！50］

：：：；：言：：婁分類：：：：1：：…1；・：；：｝：：

肉類（6＞ 難（9hanam；“arablya，1｛asab3），ヤギ（ma」iz＞，

l｝　（dajaj），ナ鳴　（ba【nam），擁二　（baqar，　r雛農sぬiya＞，

宴Nダ（1bil）

パラービル羊（畠hanam：barabir）

卵・乳製品類
i7＞

凝乳（qa曲aris＞，卵（bay¢〉，混ぜ乳（q講lb），ヨー

Oルト（｝aban），ハキーン（baqi益〉，乳（bahb＞，

`ーズ伽bゆ
魚類（1） ザイラーク魚、（samak御yr甑〉

穀物類（4） 小変偽urr：qu＄ayb1．　i｝alba，画arab1，　wasani），ソ

泣Oム　（dhura：bayφa’〉、ゴマ（lulllan）

端乾　（麺rz二khara｝i，　kha＄寧，　bしlr〔131，　hindf，　tanshi）

四四（6） レンズマメ　（5adas＞，黒キャラウエイ　（babba

≠戟|sawda’），ルピナス（tirmis＞，ソラマメ　（魚D，

Oリーンピースぐ溢ar）

ヒヨニコマメ　（hummUS＞　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P

野菜類（！4） ニンニク　（thawm），カボチャ　（yiqt1n），ナスビ

（b（i　dhinjan），ネギ（baξal　akh弓a．r），タマネ；ギ

（ba＄al頭bis），ニンジン　（lazar），クルカース

（q羅lqas＞，チャルド（S11q），キュウリ　（qid姦〉，

ノマセリ　（baq．d℃lrlas＞．バクル　（baql），カブ　Gift＞，

メロン　（battlkh＞，青野菜　（buqa捻t，　khudra）

果実類（4）
ザクロ　（habb　rumman＞．レモン　（11m），バナナ　　　　9

（撮aWZ＞，シトロン　（a線ruD

乾燥果実類（9＞ クルミ　（lawz），ナツメヤシ（tamr：makk茎，　thi」1，

wイゼルナッツ（bund蟄q＞．ピスタチオ（fus－

狽浮早j，干しブドウ　（zablb）

ナツメヤシ，タマリンド（由a凱ara），ビンロウジ
ifafaD

香料・香辛料類

i30）

コリアンダー（kazbara），ベニバナC噂fur），

xエバナの種（qurtum＞，カラシ（kharda｝）．

Vョウガ（zallja翻），ケシ（kiユishRhas紛，タイ

?　（sa」tar），キャラウエイ　G＜arawaya＞，ウイ

Lョウ　（shamar＞，シュクル（shuqr），ミント

コショウ（filfiD，クミン（kamm麟）．肉桂（qirfa），
z合香料　（atr匿tib＞，ウイキョウ　（bisbas康），マス　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　P

E　（suΣ｝buD，クローブ（qし撒韮nfui＞，クマール．沈番

ﾌ葉（waraq　qUm議ri＞，アニス（yansan），カルダ

c刀@（h瓠hayl），スンマーク　（summ譲q＞，メボウ

L（rayha　R〉．アロエ（照bir），ナツメグ（jaWzaF）

晦a5na‘〉，四一ズィー（kadhi），リジュラ　（rilla），

フルバの種（bizar　hurba＞　　　　　　　　．

調味料類（3）

tii’史類（4） 蛤…蜜Casal：‘usq三〉，．弼二丁量（s穏kkar：abya¢，　a1ユ1nar，

蛯普?ａｆ£ａ），キターラ（qi‡ara＞．糖’蜜（qand）

モガディシュ砂糖（Sui重ar：maqdisi｝i）

油詣類（6）
ゴマ油（saht＞，バター派：i駈（sa磁n）．タヒーナ　　　　　．

i獄訟ma），タサーキー　（tasaq⇒

動物性油脂（wadak），オリーブオイル（zayt），バ

^ー紬脂

その他（1＞ デンプン価asiユa）

用具類（59＞ 陶磁器（10），ナツメヤシ製贔（三〇〉，木製品（5），

Kラス製晶（．3），群類（5）．石製品（3），その池

i22＞

巾圏陶磁器　（S魚正）　　　　　・

雑貨類（10＞
セッケン　（sab嚢n＞，1コウ　（sham’），ランタン　　　　　9

iゴawan1s）

セッケン，ロウ，鉄（had羅），塊化アンモン署　　　　　　　　　　，

inus｝ユadir＞，アンチモン（r議si臨t），没食子（‘afs），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

Iカヒジキ（ushnan），騨香（zabad），乳香（luba11）

※　品i毒名に付された下線は，「営廷への食紡女給記録」4∵韮においてその品巨｛の供給元の確’定が難しいことを翠す。そ

　の場合，艇讐：管轄などの四辺史料によって分類した。

※　r漁具類」については，その記載昂目数が多く，しかし総々の品闇についての検討を本稿では行わないことから，表

　が煩雑になるのを防ぐために，主たる原材料やその形状によって種類分けを行った。晶目名に続く括弧の中の数字

　は，その種類数を示す。
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占める割合は約32％となっており，特にコショウやサフラン，クミン，マスチックが史料

上に頻出している。

　また野菜・果実類に関しては，ラスール朝農事贋類5＞と比較するとTその記載点数が少

ないという特微がみられた。野菜類は，表申に13点挙げられているのに対し，ラスール

朝農事暦類には35点への欝及がみられる。果実類については，「宮廷への単材供給記録」に

4点の記載があるのに対し，農事暦類には27点をみつけることができる。このように，罫筥

廷への食材供給記録」に記録された野菜・果実類は，王朝下で作られる産物のごく一部に

すぎないのである。その理由として，以下の三点が想定される。第一は，本稿において青

野菜と訳了したkhu⑳aやbt！qaiatという単語が，諸々の野菜・果実類を包括している可

能性である。実際，ハズラジーca！－K：hazraji（d．812／1410）の年代記には，スルタンの息

子の舗礼を祝うために準備されたものの中に，「様々な青野菜（al－buqa王）：ナツメヤシ，

レモン，果実のすべて」と記述されている［℃qαdI：195］。また，臨廷への食材供給

記録i：や」にも，「チャルドと青野菜（silq　wa　buqαlat）：チャルド，ミント，パセリ，緑：コリ

アンダー」との記事をみつけることができる［NOrI1534］。さらにヴァリスコD．M．

Variscoによれば，スルタン・アシュラフやスルタン・アフダルal－Afdal　al一‘Abbas（r．

721／132！－778／1376）が・著した農＝書では，野菜に関する巧くbuqal　aRd　kha◎rawat）の中に，

諸々の野菜類の説明がなされているという〔Varisco　1989：！51－152；Varisco　2002：345－349；

Varisco　201036）。第二に，そもそも「宮廷への食材供給記録」が，遠方への調達命令書や，

その結果獲得，消費した産物の記録によって主に成り立っているため，近場から供給される

野菜∵果実類などは記録されにくい傾向にあるということが考えられる［c£Nar　I：

407－408］。そして第三は，宮廷の食慣習が反映されている可能性である。たとえば豆類につ

いてみてみると，「宮廷への食材供給記録」（6点）と農事三門（13点）との間に，種類数の

差がみられる。これを，宮廷の食慣醤に沿うもののみを取捨選択した結果ととらえることも

できよう。

　魚類にいたっては，マルーハート（al－malttbat）という料理の材料として，ザイラーク魚

への雷干が一例あるのみで，実際に使用されたことを示す記事はみられない。イブン・アル

ムジャーウィルlbn　al－Mujawir（d．690／！291）は，ザビードZab王d外港のガラーフィカ

5＞本稿でいうラスール朝農事暦類とは，ラスール押下において著された農事暦ならびに穀物課税

　徳を指す〔Tabsira；Tawqi‘at；Afdai：25－27，！27畦30，277，5！7－519］。農事暦類については，

　Serjeant！984；Varisco　1985，1988，！989，1991t！993，1994a，！994b，　2002，　20！0を参照。

6）「buqUI　and　1〈hadrawat」については，ヴァリスコの稿にしたがったものである。アラビア語原

　文中では，アラビア語で「buqitl　wa　khadyawatjと記載されているものと考えられる。スルタ

　ン・アフダルの農書Bzぽ伽σαム勘磁々初万α瓦4∫毎6γ認一A4uthmira　wa　al－RaJ，h4nは，イエメン外

　の農書’に加えて，スルタン・アシュラフやスルタン・ムジャーーヒドal－Muji　hid‘All（r．

　72！／！321－764／1363）の手による農書を引用しているとされる［Varlsco！989：151－152］。筆渚は

　今麟，その要約版であるAfda｝：206－2！1のみを参照できた。そこでは，「野菜に闘していえば

　（amma　ai－a、　khdar）」ではじまる記事の中で，20点の作物が挙げられている。
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Ghalafiqa7｝から様々な魚がザビードへ輸送されていたこと，ティハーマの諸都市やハドラマ

ウトUadramawtにおいて魚食の慣習があったことを報告している［Mujawir：86，90，99，

243，265］。さらに，シフルShihr8）や東アフリカからは，塩干し魚（＄ayd　m21ih，　mumallal｝）

が海路アデン港へ運ばれていた［NUr　I：440；Mulakhkha＄：17b］9）。このような状況にあっ

たにも関わらず，魚類に間する記事がほぼみられない理由としては，上述の野菜・果実類の

事情と同様に，生モノであるが故に遠方への供給が不可能であったことがまず念頭に浮かぶ。

しかし，海岸部や対岸の東アフリカでは塩干し魚が生産，輸送されており，魚の保存，輸送

手段は確保されていたことを考えれば，むしろ，羊肉を好んで食べる宮廷にとって，魚食の

慣習が薄かったことが記録不在の主因であろう［Lewicka　2011：209－225］。

　なお，米や小麦，ナツメヤシについては，他の産物と比べて，その種類名が明記されるこ

とが多い。たとえば米であれば，ハラジー（kharaji）やブルー・・＋ジー（bur僚）といったニス

バ付きで記録されている。これらは明記こそされていないもの，種類ごとに産地や贔質が異

なっていたと考えるのが妥蟻だろう。このことは，「宮廷への食料供給記録」の作成春に

とって種類に関する情報が重要であったことを示している。今～歩踏み込んで言えば宮廷

の食の嗜好の一端が，ここに垣間みえているのである。

ll　宮廷食材とインド洋交易

　1三種類のアデン港課税晶霞録の検討

　本章では，アデン港を通してインド洋周縁部の各地から輸入された宮廷食材ユ。）の詳細と

その獲得先の広域性について，アデン港税関で取り扱われた商：li：の臼録との比較をもとに

明らかにする。こうしたE録については，これまで，13－15世紀に編纂された三種類の史料

が知られている。一つ園は，イブン・アルムジャーウィルの地誌中の！2世紀の状況を伝え

る記事であり［Muj2wir：！40－！43］，およそ30余点の商品が記録されている。二つ9は，

『知識の光』中の複数の記事であり£Nar　I：409－49！］11），近年，ヴァレットE．　Valletや栗

7＞ティハーマに位記する港町。ガラーフィカへ続くザビードの西門は，ガラーフィカ門と呼ばれ

　ていた［Taqwlm：89；Sim‡：249；Mujawir：243；Mu‘jam班：148］。

8）ハドラマウトに位置する港町。壷口香や馬の積出地として栄えた［TaqvLrlm：84，93；Nukhba：

　217；Mulawir：143，185；Mu3am皿：371；家島2006二568］。

9）　『知識の光避翻刻者のジャーズィムによれば，＄ayd　malihは塩漬けの魚肉のことであるという

　［Ng－ir　1　：440，　note．　3267］．

10）　ラスール朝は，アラビア半島南部の複数のインド洋交易港を支配下に入れていたが
　［Mulakhkha＄　：17a；家島2006：319－332，356］，「宮廷への食品供給記録」中においてアデン港以外

　の港から富廷へ骨材が供給された形跡はみられない。また，ヒジャーズal－Uijazやオマーン

　‘Umanからの，陸路による供給例もみいだせなかった。

H）　郵知識の光身中には，「辞書の文字盤による，その所有者の権利をアッラーフが永らえ給うとこ

　ろの，庇護されたるアデン港の足しげき税関における関税」［Nar　I：409－460］，「文字順ではな／
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山によって詳しい検討がなされている［Vallet　2010；栗山2012］。そして三つ目は，15盤紀

にフサイニーal－Husaynl（d．15．　C．）が815／！412年に編纂した『アデン港の書記窟提要

MZtlakhklzas　al－F加πwa　al－Albdib却αal－MisbdikαZ－Hπ面li　al－KuttdbS所珪又の羅録で，450

点余りの商晶の一覧である［Mulakhkhas：4a－b，17b－26a］。

　まずtこれら三種類のアデン港課税晶議録の性質について考えてみよう。シャムルーフは，

この三史料をもとに輸出入品と判断した産物を例にとり，それらの産物がイエメンにおいて

臼常釣に輸出入されていたかのように説明している［al－Shamrookh　1996二238－240P2＞。マ

ルガリティもまた，アデン港の食材状況について，イブン・アルムジャーウィルの「エジプ

トから到着するもの」の記事に依拠し，沙なくともイブン・アルムジャーウィルの来訪時

には，（アデン港の）基本食材もまた海外から輸入されていた」と述べている［Margariti

2007：66－67］。しかし，「宮廷への食堂供給記録」とこの三史料を比較すると，後者にもと

づけば輸入赫とみなしうる産物であるにも関わらず，前者にアデン港からの供給事例がみら

れない産物を8点確認できるのである13＞。これらの産物は，アデン港を通じて輸入されて

いたというよりは，イエメンにおいて生産され，宮廷へ供給されていたとみられる。

　したがって，これら三種類のアデン港課税晶翔録は，あくまでもアデン港において取り扱

う機会のあった産物の記録であり，その記述をもとにただちに，巌該産物の輸娼入が絶えず

行われていたかどうかを判断するのは難しい。また何より，アデン港に至った産物の多くは，

同港を中継して他港へ輸送されていたと考えるべきである14＞。

2　インド洋交易を通じて獲得された産物

表中の「インド洋交易を通じて獲得された産物」には，前述した翌種類のアデン港課税品

＼　い，到着品や発送品について行われている慣習である，庇護されたるアデン港の，その所有者の

　　権利をアッラーフが永らえ給うところの．足しげきディーワーンにおける三二」〔Nttr　I：

　461－477］，ヂインド向けに積み出されるカーリミー商人の商品に課される費胴」〔NUr　I：478］，

　　fエジプト地方から劉来する商品」［NUr　I：　479－484］，ギエジプト地方とカーリミー商人へ運ばれ

　　る商品に課される費用」£漁rI：485］，「高貴なる門から到来する商品」［NttrI　i486－49！］の六

　　種類のEll録が所収されている。なおこれらの目録に続いて，アデン港税関業務に関する詑事が付

　　随している［NUr　I：492－524］。またほかにも，「エチオピアから運ばれた品，それに課されるも

　　の」［Nttr　I：362－367］という記事もあるが，これはアデン港に限らない，ラスール船下の港に

　　おいて取り扱われたエチオピアから輸送された商品の隈録とみられる。

12＞　シャムルーフは，こうした産物がアデン港を中継して東懸へ流れていた点についても考慮して

　　いるが〔al－Shamrookh！996：237－2381，イエメンとの関連においては本文で述べたように，輸幽

　　入品との断定を急ぐ傾向にある。

13＞すなわち，小麦やゴマ，タマリンド磁umar＞，干しブドウ，シsウガ，砂糖，蜂蜜，ゴマ油に

　　ついては，アデン港課税最目録に輸入贔として紀載される一方でtアデン港以外のイエメンの諸

　　都市から菖廷へ供給されていたことを確認できる。

14）栗山2012：36．アデン港課税品lli録に記載された産物が輸床入贔かどうかを判断する方法につ

　　いては，栗由2008や粟山2012に詳しい。
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目録や周辺史料をもとに二三品と判断することができ，なおかつ「宮廷への無論供給記録」

にアデン港からの供給事例を確認できる産物をまとめた15）。以下では，ここに挙げた産物

を，その供給元別に確認、してみよう。

　まず東アフリカから輸入された産物には，バラービル羊と，モガディシュMaqdishU16）か

らの砂糖がある。バラービル羊は，東アフリカのマイトMayt17）やマルガッワ

Marghawwiyai8），ザイラゥZayla‘19＞から輸入される羊であったe二大祭時には，王族やア

ミールへの下賜品としても使用された〔Ntr　I：576－579］。モガディシュからもたされた砂

！5）欝廷において消費された各種輸入品のうち，ヨ種類のアデン港課税晶巨録に記録されている産

　物は31点におよぶ。その記載箇所は以下の遡りである。：

　バラービル羊［Nar　I：445，　c£50！；cf　Mu海wir：141　i　Mulakhkha＄：27a］，ナツメヤシ［NUr　I：

　416，472護7＆459，486；Mulakhkha§：4aほ7b，22b］，タマリンド（thamaya）〔Nltr　l：417，473，478－

　479；Mulakhkha＄：4a，22a，25a］，ビンロウジ［Nar　I：446－447，464，485；Mulakhkha＄　：20b，米

　Mujawir：142；NCir　I　：　429，476，485；Mulakhkha＄：2！a］，ヒヨコマメ［Nar　I　：　425；Mulakhkha＄

　21a］，オリーブオイル（zayt）£Mujawir：42］，バター漉脂£N臼r　I：433。472，476－477，483；

　Mulakhi〈ha§：4a，！7b，　22a，25a，26a3，ロウ［Nar　I：436－437，　475－477，480；Mulakhkka§：4a，　22a，

　25a］，鉄［Mujawir：140；漁r　I：424T　465，478；Mulakhkha§：4a，17a，2！a，25b，26b］，シロメ

　［Mulakhkha§　22a，24b，26ai，塩化アンモン石面魔1：458－459，480；Mulakhkha＄　：22a，24b］，ア

　ンチモン［Nar　I：429，480；MuEakhkha＄：4a，22a，24b］，カシワ没食子［NOr　I：443，473，478，

　479；M嫉lakhkha＄：4a，22a］，オカヒジキ［Muj2wir：！42；N自r　I：412，413，478，481，485，490；

　Mu｝akltkka＄　：4a，22b，25a】，セッケン［lvluj2wir：142］，鱒香［M娘jawir：142；N負r　I：455，469；

　Mulakhkha＄　：17a－b，20a】，乳香［漁r　I：430，　cf．449，452，47圭一472，485；Mulakkkha＄：17b，22b，

　25a｝，コショウ［Mulawir：140；Nar　I：446，464，485，491；Mulakhkha＄：17b，21b，26a－b］，ウイ

　キョウ　（bisbasa）［Nar　I：415，462；Mulakhkha§：20b］，クミン　［Nur　I：451，472，478，483，

　486；Mulakhkha＄：4a，22a，25a］，マスチック［N融1　：　454－455，478，485；Mulakhkha＄：4a，　24b］，

　肉桂藪Nar　l：448，464；Mulakhkha＄：22a，26a］，カンシuウ［Ngr　l：433－434，469，485；

　Mulakhkha§：2！b］，クローブ［Mulawir注鵜；Nttr　I：448，462；Mulakhkha＄：20b］，カルダモン

　［Muj2wir：140；NGr　I溢59，464，485；MuEakhkha＄：22a，　25a］，クマール沈香の葉〔NUr　I：cf

　442－443，462］，アロエ［N自rI：438，472，　485，490；Mulakhkha＄：4a，17b，19b，　20a，　22b，24b，25a］t

　ナツメグ［NUr　I：422；Mulakhkha＄　i　20b］，サフラン£Mulawir　：140；Nar　I：431，460，　465，473，

　479，485，486；Mulakhkha§：20b，24b，25a］，中国陶磁羅〔Nttr亙：439－440，463；c£栗山20圭2：

　58－59］。なお，ナツメヤシやオカヒジキ，クミン。アwエについては，イエメンからアデン港税

　関に運ばれ，輸繊されていたとみられる記事をみつけることもできる［NOr　I　i486，　490］。また，

　オリーブオイル（zay⇔への需及はMujawirにあるのみだがtスミスが述べるように，本稿では

　ゴマ油と訳鐵したsa恥がゴマ油あるいはオリーブオイルを指すと考えれば£S騰ith　2006：9！，　note．

　589］，他史料においても記載がみられる〔NUr　I：433，472，483；Mulaklkkha＄：4a，17b，22a，25a，

　26a］e

！6）東アフリカに位麗する港町で，現在のソマリア連邦共和国の酋都〔Taqwim：！60－16！；Mu3am

　V：201；Ba㌻tata　II：115；舞ぐ島訳盟：137－！44］。

17）東アフリカに位麗した港町。イプン・マージi蔓bnM諏d（d．15．　C．〉の著書に，若干の余事が

　みられるという［栗山2008：28］。

18＞詳細は不明であるが，ソマリアの地にある一地方（biiad）であるという〔NUr　I：445，　note．

　3306］o

ig）　バーブ・アルマンダブBab　al－Mandab海峡付近の北東アフリカに位：遣した港町［Taqwlm：

　！60－！6！；Mu3am　IE：！84－！85；Ba㌻ta‡a　H＝：！14；家島訳1旺：137］。
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糖も，一一例だけであるが，宮廷において用いられたことを確認できる叡鍵豆：！9］20）。た

だしイエメン南部山肥地域にあるジブラJibla2i）では，砂糖の生産，供給が盛んに行われて

お17　，輸入した砂糖を使用する機会は少なかったものと考えられる。また動物性油脂につい

ては，「宮廷への媒材供給記録」中ではアデン港のみがその供給元として記録されている一

方で，アデン港課税品穏録には関連する記事をみつけることができない。しかし，14世紀

に東アフリカを旅したイブン・バットウ一調Ibn　BattU‡a（d．　770／！368－69）が，ザイラゥの

動物性油脂が有名であったと報告していることから［Battata豆：114；家島訳出：！37］，ザ

イラゥからアデン港へ輸送されていた可能性は高い。

　エジプトからアデン港へ到来したとみられる産物には，米があった。米は，イエメンの自

然環境下では十分に生産することが難しく［Varisco　1994b二179－180］22），外部からの輸入

に頼らざるを得なかった。雑貨類のうち，塩化アンモン石やアンチモン，オカヒジキ，カシ

ワ没食子もまた，エジプトより輸入されていた。

　インド，東南アジア方面からは，米や各種香料・香辛料類が輸入されていた。米の供給元

として、既述したエジプト以外に，イン’h洋西海岸のマンジャルールManlarar23）やファー

カヌールFaka煎r24），ヒーリーHIII25），マラバールMulay臆r26＞が『アデン港の書記官提

要』に挙げられている［Mulal（hkha＄：21a］。香料・香辛料類は，「宮廷への食材供給記録」

にある3G点のうち，16点をアデン港からの供給に依存していた。このうちtコショウやウ

イキョウ（bisbasa），クミン，マスチック，肉桂，カンショウ，クローブ，カルダモン，ク

マール沈香の葉27），アロエ，ナツメグについてはアデン港課税品目録に記載があり，イン

ドや東南アジアからもたらされていたとみられる。また中國の泉州Zaytttnから積み出され

20）　アデン港課税品目録においては，この砂糖（sukkar　maqdishl＞の明記はみられない。しかしそ

　のニスバを踏まえれば，モガディシュからアデン港を通じて輸入された砂糖と考えるσ）が妥当で

　ある。

2！）　ズー・ジブラDha∫ib三aとも［1乎ばれる。タイッズの北東，一El行程のところに位置する。　c£

　［Taqwlm：91；Nukhba：217；Mulawir：168－169；M的am　H　l　123－！24；Baゆ仁a　H：107；家島訳丑1：

　圭28〕。

22）　なお，イブン・アルムジャーウィルによれば，ティハーマにおいて稲作が行われたことはあっ

　たが，継続はされなかった［Mujawir：63］。

23＞　ドゥンブ入江khawr　al－Dしmbと呼ばれる，マラバール地方最大の入江に位概した港町。コショ

　ウとショウガが大蟻にあった［Taqwlm：354；Nukhba：173；Battata　IV：40：家島訳雁：1／9－120］。

24）マラバール地方に位請した港町。他の地方にはないような，上質の砂糖きびが多くみられた

　［Baζta書a　W：39；秀ミ島言尺VI：！18－！！9］。

25）　マンジャルールから二iヨ行程のところに位遣した港町。中li壌船団（ma癒kib　al一＄ln）が来航し

　ていた［Taqwim：354；Bat＃ata∬1：40－41；家島訳V［：120－121〕。

26）　インド亜大陸爾西部，スィンダーーンSindan（スィンダーブールSindabgr）からカウラム

　al－Kawiamに釜る沿岸地域を指した。胡椒の地方（bi1記aE－filfii）と呼ばれた〔Taqwlm：

　353－361；Nukhba　：173；Mu‘jam　V：227；Bat財a　A1：35－38；家島訳～脂！12－119］。

27）　クマールQumarは，インドシナ半島南東部，現在のカンボジア贋；辺を指す［Mu‘jam　A1：449；

　Taqwlm：369；Nukhba：155；家島2006：5！3－514；栗山2008：18，　note．61〕。
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た中国陶磁器は，宴席や下賜において用いられたほか〔N電∬：115－119，125－130，

145－150］28＞，各種香料・香辛料や絹織物などとともに，マムルーク朝への贈答晶としても

使用された〔SulGk　IV：345；家島2006：467］。

　一方，ビンロウジに関しては，マラバールやモガディシュ，ズファールZufar29＞，スィ

ラーSila30＞の港が積出地として記載されている。ビンロウジは，インド洋周縁部の広い範囲

において，石灰とキンマの葉とともに噛まれることで嗜好品として使用された［Mu‘tamad：

293；Battata　H：127；家島訳皿：157－158］。また，タマリンド（thamara＞31）やサフランは，

エジプトに加えて，キーシュKays32）やメッカMakkaからも積み出されでいた。

　ところで，ヒヨコマメやオリーブオイル，香料t香辛料類4点（配合香料やアニス，スン

マーク，メボウキ）は，積娼地の記述がみられない産物である。ヒヨコマメは，豆類の中で

は最も多く「宮廷への二二供給記録」に記載されている産物であるが，その供給元としてア

デン港以外の都市名が挙がることはない33）。『知識の光」申のアデン港課税晶目録において

はシャワ一腰一図が課せられており，アラビア海を経由して輸入されたと考えられるが，そ

の一方で紅海での交易品霞が記載されているクセイル文書34＞に雷及があることから［Li

2004：67］，エジプトから輸送されていた可能性もある。オリーブオイルについては，ウマ

28＞「宮廷への食材供給記録」串に陶磁器への欝及例は枚挙に暇ないが，中心陶磁器が使用された例

　は宴庸や下賜，砂糖菓子の記録以外では確認、することはできない。イエメンにおいても各種陶磁

　器が生産されINaH：54－55，208－2圭2］，ザビード産の陶磁器が「筥廷への繭紬供給記録」に記録

　されていることを踏まえれば，普段はイエメン産の陶磁器が主に使用されていたのではないだろ

　うか。

29）　アラビア半島爾部，環在のオマーン共秘国議部に位即する沿岸地域。乳香や馬の産地として知

　られる〔Taqwlm：92－93；Mujawir：260－265；Mu‘jam　IV：67－68；Masalik　158；Bat賦a　H：123－

　127，129－130；家歪亀訳1匪：148－156，162－164；家鵬2006：333－360，568－569］。

30）　原文では，Sila［Nin一　1：446］やal－SayPi［NUr．1：464］と記録されている。郵知識の光還翻刻蕎

　のジャーズィムは，スィラー（Sila）ビンwウジを中1郵こあるスィラーa1－S正la地方から積み出さ

　れたビンロウジであるとし〔漁r工：446，　note．3315］，　al－Sayliをスィーラーーン島Jazira　S漁aに由

　来すると述べている［N負r亙：464，　Rote．34三！］。なお，両考がal－SIIiの誤りであり，共に串国の東

　方のスィーり一al－Siliを指している可能牲もある〔Taqwiyr｝：366－367；Nuk熱ba：65〕。

31）thamaraは，一般的には単に「果実」を意味するが丁本稿ではシャムルーフやスミスの意見

　〔al－Shamrookh　1996：3圭7；Smith　2006：9！，　note．598］にしたがって，「タマリンド（tamariRd＞」

　と訳心したe

32）ペルシア湾に浮かぶ島。輿珠の採集場やインド向け馬の輸出港として知られた［Taqwim：

　372－373；Nukhba：160；Mu‘jam！V：565－566；家島劃モVI：303－304；家島i993：147－175］。

33）Afdal所収の「庇護されたるal－Yamanにおける植え付け時期と謙税に関する知識Fa＄l　fi

　kWla‘rifa　al－Mat：Rim　wa　al－Asiqa　fi　al－Yaman　al－Mahritsajに，ラスール臣下におけるヒヨコマメ

　の植え付け時期に関する記事がみられるが，宮廷へ供給された形跡をみつけることはできない

　［Afdal：　27；　Varisco　！99｝：　17］．

34）　クセイル文書とは，1978－1982年に，紅海沿岸の港町クセイルal－Qu§ayr　al－qadim（現在のク

　セイルより北方8kmのところに位概する）から出土した，数槍片のアラビア語紙片のことであ

　る。商業通候文や裾：簡など，その内容は多目にわたる。Liは，この文書群をもとに，！3世紀の紅

　海における交易の状況を明らかにした［L三2004］。
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リーal一‘Umarl（d．749／1349）による「そこ（a1～Yaman）には，シリアal－Shamから運ば

れてくる以外に，オリーブオイルやオリ～ブはない」［Masalik：154］との記事と，イブン・

アルムジャーウィルによる言及こMulawir：42］をもとにすれば，ラスール二藍におけるオ

リーブはシリアより輸入されていたと考えられる。なお，配合香料やアニス，スンマーク，

メボウキは，上述した三種類のアデン港課税品目録に記載こそされていないものの，「筥廷

への食材供給記録」にはアデン港以外の供給元への雷及がなく，イエメンで生産された形跡

もみられない。

　こうした輸入晶のうち，ナツメヤシやバター油脂，ロウ，セッケンについては，アデン港

からの供給事例とともに，イエメンから供給された形跡を多く確認できる35＞。したがって

これら4点については，必ずしもそのすべてを輸入に頼っていたということはできない36＞。

このように自給可能な産物を輪入する理崩は，ウマリーによる「そこ（a1－Yaman）では砂

糖やセッケンが作られているが，エジプトやシリアにあるものとは異なる。」〔Masalik：

159］という記述をもとにして考えれば，霞給晶とは異なる価値や必要性を輸入酷にみいだ

していたところに求められるだろう。

　以上のように，13世紀ラスール朝宮廷は，イエメンでは生産できない様々な食材を，エ

ジプトやメッカ，東アフリカ，キーシュ，インド，策南アジアから輸入していた。アデン港

課税晶臼録に言己載された各種取扱三目の産地や積出地が，インド洋弓縁部以外にも地中海世

界やイラン，イラク，申央アジアにまでおよんでいること［栗山20！2：58－74］と比li咬すれ

ば，ラスール朝三三への食材供給圏はより狭く，エジプトを西端にして東方のインド洋三二

へ向かって広がっていたことがわかる。この背景には，アデン港への直接の積出地がインド

比周縁部に所在しているという事情に加えてt香料・香辛料類といった宮廷の食卓に必須の

二二が，この地域において生産されていたことが認められる。

お　わ　り　に

　本稿では，新史料『知識の光』所収の臨廷への食材供給記録jをもとに，13世紀ラ

スール朝宮廷へ供給された食材を，インド洋交易との関わりを中心にして叙述することを試

みた。

　まず「宮廷への食材供給記録」より宮廷食材を抽出し，分析を行った結果，香料・香辛料

類が種類数の上では全体の約3翻を占めていることが明らかとなった。また米や小変といっ

35）　たとえばバター油脂についていえば，供給元が明記された事例は！1例ある。そのうち，アデン

　港からの供給事例が3例〔NUrl：530，532；N自rH：19］，イエメンの諸都市からの供給事例が8

　例［漁rl：527，530，532－533，542，547，552；NCir　I：6，7，12，19，71］である。

36）ただし，エジプト（mi＄ri＞バター油脂などt明らかに輸入品と考えられる麗物もみられる
　［NUr　1：　530，　552］．
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た一定の産物に関しては，その詳しい種類名までもが必要な情報とみなされていた。

　さらに，これらの食材のうち，インド洋交易によってもたらされたとみられる産物の検討

を行った。まずアデン港課税品目録と「宮廷への食材供給記録」とを比較し，窟廷が輸入し

ていた二二を確定した。そして，各種香料・香辛料類や米，油脂類など，イエメンでは生産

できない産物を，エジプト以東のインド洋周縁部からの輸入に宮廷が依存していたことが明

らかとなった。

　本稿の意義は，以下の三点に集約される。

　一つfiは，従前のイスラーム世界の宮廷食文化の研究ではあまり使用されなかった，一次

性の高い行政文書に依拠した点である。すなわち先行研究は，主として料理書や年代記，ヒ

スバの書t文学作痛を一次史料に用いてきた［c£Ma切Ub！986；‘Abd　al一‘Aziz　1989；

Levamoni　2005；Lewicka　2011〕。その点，「筥廷への食材供給記録」という富廷の食生活に直

接携わったとみられる史料にもとづいて窟廷の食材の諸相を再構成する本稿の試みには，薪

規性が認められよう。既述したように「宮廷への食材供給記録」の扱いには注意が必要なも

のの，この史料を主たる典拠とすることで，これまでにない鮮明な描写が可能になったと考

えている。

　二つ目は，インド洋交易で扱われた産物の，水揚げ後の行方を追った点である。これまで

のインド洋交易史研究では，交易赫そのものはおろか，その具体的な用途まで分析されるこ

とは少なかった。本稿における検：討によって，インド洋交易で取り扱われた贔醸が，実際に

宮廷食材として使用に供されたことが実証された。

　三つffは，様々なネットワークを交差するイエメンを支配したラスール朝が，インド洋交

易による金銭面以外の恩恵を事受していたことを示した点である。これまで同王朝は，支配

下にあったアデン港などにおける莫大な関税収入を得ていたことを特に語られてきた。しか

し本稿でみたように，ラスール朝は，インド洋周縁部で育まれる多様な骨材をも直接に獲得

し，彩り豊かな食生活を宮廷に実現させていたのである。
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